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新
年
に
あ
た
っ
て 

 
東
京
都
農
業
会
議
会
長 

波
多
野 

重 

雄

 

都
農
業
会
議
と
農
委
会
地
区

協
議
会
・
連
合
会
は
「
第
50
回

東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大

会
」
を
平
成
21
年
２
月
26
日

（
木
）
午
後
１
時
よ
り
昭
島
市

民
会
館
に
て
開
き
ま
す
。 

 

大
会
で
は
、
国
に
対
す
る
「
東

京
農
業
の
確
立
に
関
す
る
要

望
」「
都
市
農
地
保
全
等
に
関
す

る
要
望
」
お
よ
び
「
農
業
委
員

会
活
動
の
積
極
的
推
進
」
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。 

 

記
念
行
事
と
し
て
、
第
48
回

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
、
第
28

回
農
業
後
継
者
顕
彰
、
第
35
回

農
業
委
員
会
等
功
労
者
表
彰
を

行
い
ま
す
。 

 

本
大
会
は
第
50
回
記
念
大
会

で
す
。農
業
委
員
各
位
の
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

第
50
回
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す 

農林大臣表彰の伝達を受ける
榛澤丈雄氏（左）    ・ 

農林水産大臣表彰の伝達を受ける 
秋山隆氏（左）     ・ 

農
林
水
産
大
臣
表
彰
に 

 

三
鷹
市
農
業
委
員
会
前
会
長 

 

榛
澤 

丈
雄 

氏 

 

東
村
山
市
農
業
委
員
会
事
務
局
長 

 

秋
山 

 

隆 

氏 

 

農
水
省
は
、
耕
作
放
棄
地
対
策

と
し
て
、
１
月
よ
り
農
地
に
所
有

権
の
仮
登
記
等
が
さ
れ
た
場
合

に
登
記
所
よ
り
農
委
会
へ
報
告

が
さ
れ
る
取
扱
い
と
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
農
地
制
度
改
正
に
向
け
、

12
月
３
日
に
農
地
改
革
プ
ラ
ン

を
公
表
し
、
「
利
用
」
を
基
本
に

再
構
築
を
図
り
、
貸
借
を
促
進
す

る
た
め
、
転
用
の
規
制
を
強
化
し

つ
つ
、
農
業
参
入
の
拡
大
や
農
地
の

面
的
集
積
を
図
る
ほ
か
、
権
利
者
が

農
地
を
適
正
利
用
す
る
責
務
を
負

う
な
ど
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
税
制
改
正
大
綱
で
は
、

農
地
制
度
改
正
を
受
け
、
改
正
法

施
行
後
に
、
特
に
市
街
化
区
域
以

外
の
納
税
猶
予
制
度
の
取
扱
い
に

つ
い
て
変
更
す
る
こ
と
を
明
記
し

ま
し
た
。 

農
地
改
革
プ
ラ
ン
を
公
表 

 

農
地
に
仮
登
記
申
請
が
あ
っ
た
場
合
の
取
扱
い
を
変
更 

農
林
水
産
省 

          

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
年
は
、
新
た
な
農
地
利
用
に

向
け
て
幕
を
開
け
る
大
き
な
節
目

の
年
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
す
ま
す
農
業
委
員
会
な
ら
び

に
系
統
組
織
の
重
要
性
が
増
し
積

極
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

昨
年
12
月
３
日
に
農
林
水
産

省
が｢

農
地
改
革
プ
ラ
ン｣

を
ま
と

め
、
農
地
の
確
保
と
貸
借
を
通
じ

た
農
地
の
有
効
利
用
と
い
う
二
つ

の
柱
を
示
す
と
と
も
に
、
所
要
の

関
係
法
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

関
連
す
る
税
制
で
は
、
特
に
相

続
税
等
納
税
猶
予
制
度
と
の
関
係 

   

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
農
地
政
策

の
見
直
し
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、

一
般
農
地
（
農
地
転
用
が
許
可
制

と
な
っ
て
い
る
農
地
）
を
対
象
に

見
直
さ
れ
、
20
年
免
除
が
廃
止
さ

れ
る
一
方
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

法
に
基
づ
く
貸
借
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
農
業
者
に
と
っ

て
は
相
続
時
に
大
変
厳
し
い
判
断

を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、 

地
域
農
業
が
し
っ

か
り
保
全
で
き
る

道
筋
も
示
し
て
い

ま
す
。
市
街
化
区

域
内
農
地
は
こ
れ

か
ら
検
討
さ
れ
る

都
市
計
画
法
の
改

正
に
関
す
る
議
論

の
中
で
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
内
容
を
地
域
の
農
業
者
に

的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
、
農
業
委

員
会
・
農
業
会
議
に
と
っ
て
、
当

面
の
重
要
な
役
割
と
な
り
ま
す
。 

 

本
年
は
大
き
な
変
革
の
年
と
な

り
ま
す
。 

 

役
職
員
一
同
精
一
杯
の
活
動
を

お
約
束
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委

員
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

     

農
委
会
活
動
の
功
績
者
に
贈
ら

れ
る
農
林
水
産
大
臣
表
彰
者
に
榛

澤
丈
雄
氏
（
前
農
業
会
議
副
会

長
・
前
三
鷹
市
農
委
会
長
）
な
ら

び
に
秋
山
隆
氏
（
東
村
山
市
農
委

会
事
務
局
長
）
が
選
ば
れ
、
こ
の

ほ
ど
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。                

榛
澤
氏
は
地
域
農
業
の
振
興
お

よ
び
農
業
会
議
副
会
長
と
し
て
東

京
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
秋

山
氏
は
平
成
３
年
よ
り
事
務
局
職

員
と
し
て
農
業
委
員
と
連
携
し
農

地
の
保
全
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
今

回
の
晴
れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 
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「
こ
れ
か
ら
の
都
市
型
農
業
経
営
と 

 
 

 
 
 

農
業
委
員
会
の
支
援
活
動
」
を
考
え
る 

 

平
成
20
年
度
農
業
委
員
会
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

これからの都市農業経営像を話す
後藤光蔵教授 

簿記記帳講習会の取り組みに
ついて話す澤井委員(府中市) 

生緑追加指定に向けた取り組みを
話す秋山事務局長（東村山市） 

農地流動化の取り組みを話す 
久保田会長（瑞穂町） 

    
都
農
業
会
議
は
、
11
月
21
日

に
「
こ
れ
か
ら
の
都
市
型
農
業
経

営
と
農
業
委
員
会
の
支
援
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
、
立
川
市
で
「
平
成

20
年
度
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
し
た
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
武
蔵
大
学

の
後
藤
光
蔵
教
授
に
よ
る
基
調
講

演
を
は
じ
め
、
多
様
な
活
動
の
事 

            
例
報
告
と
し
て
８
市
町
の
農
業
委

員
会
よ
り
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

（
左
記
よ
り
要
旨
） 

基
調
講
演 
後
藤
光
蔵
氏 

武
蔵
大
学
経
済
学
部
教
授 

「
こ
れ
か
ら
の
都
市
農
業
、
こ
れ

か
ら
の
都
市
農
業
経
営
」 

 

食
料
の
安
全
保
障
を
は
じ
め
地

球
温
暖
化
や
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ 

        

ポ
ン
総
合
戦
略
な
ど
に
お
い
て
、

長
期
的
視
点
に
た
っ
た
農
業
に
対

す
る
考
え
方
や
政
策
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。 

 

都
市
農
業
に
お
い
て
も
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正

を
契
機
に
再
評
価
さ
れ
る
一
方
で

農
地
や
農
家
の
減
少
も
進
ん
で
い

る
。 

 

今
後
の
都
市
農
業
経
営
は
、
都

市
に
あ
る
と
い
っ
た
特
長
を
一
層

い
か
す
と
と
も
に
、
一
定
の
基
準

な
ど
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
求
め 

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

都
市
農
地
は
、
多
様
な
役
割
の

発
揮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
都
市

の
農
業
委
員
会
は
そ
の
役
割
を
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
期

待
に
応
え
る
た
め
に
は
、
制
度
上

の
位
置
づ
け
も
必
要
で
あ
ろ
う
。 

多
様
な
活
動
事
例
の
報
告 

◆
東
村
山
市
農
業
委
員
会 

 

農
地
転
用
届
出
済
の
現
況
農
地

に
つ
い
て
生
産
緑
地
追
加
指
定
が

で
き
る
よ
う
運
動
を
進
め
て
い
る
。 

 

各
市
と
の
勉
強
会
や
情
報
交
換

を
通
じ
、
一
定
の
条
件
の
も
と
実

現
が
可
能
と
な
る
よ
う
今
後
と
も

進
め
た
い
。 

◆
瑞
穂
町
農
業
委
員
会 

 

増
加
傾
向
に
あ
る
遊
休
農
地
の

対
策
に
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定
に
よ

り
、
農
地
の
流
動
化
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。 

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
意
向

調
査
や
農
地
所
有
者
と
の
調
整
活 

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
今
後 

        

は
借
り
手
の
情
報
な
ど
近
隣
市
町

村
と
の
共
有
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に

流
動
化
が
進
む
で
あ
ろ
う
。 

国
分
寺
市
農
業
委
員
会 

 

平
成
19
年
度
よ
り
認
定
農
業

者
が
誕
生
し
、
農
業
簿
記
講
習
会

を
は
じ
め
、
農
業
経
営
改
善
計
画

達
成
に
向
け
、
市
独
自
の
補
助
事

業
を
創
設
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
６
件
の
申
請
に
つ
い

て
交
付
決
定
が
さ
れ
、
事
業
を
活

用
し
た
経
営
改
善
が
は
か
ら
れ
て

い
る
。 

府
中
市
農
業
委
員
会 

 

府
中
市
で
は
、
か
ね
て
よ
り
、

月
例
で
簿
記
記
帳
講
習
会
を
開
い

て
お
り
、
講
習
者
ど
お
し
の
つ
な

が
り
や
各
々
の
経
営
状
況
の
把
握

な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

今
後
は
、
新
た
な
受
講
者
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

稲
城
市
農
業
委
員
会 

 

平
成
16
年
度
よ
り
認
定
農
業

者
が
誕
生
し
、
経
営
改
善
支
援
セ

ン
タ
ー
の
委
員
と
し
て
、
経
営
部 

第
９
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
20

年
12

月
17

日
に

開
催
し
、
状
況
は
次
の
と
お

り
。 

議
事 

①
農
地
法
４
条
・
５
条
の
規
定

に
基
づ
く
知
事
諮
問
は
４
条

１
件
３
３
０
㎡
、
５
条
３
件

３
８
７
４
㎡
に
つ
い
て
審
議

を
し
、
許
可
相
当
と
答
申
す
る

旨
決
定
し
た
。
②
平
成
20
年

度
東
京
都
農
業
会
議
予
算
の
補
正

に
つ
い
て
決
定
し
た
。 

協
議 

 

①
第

50

回
東
京
都
農
業
委

員
・
農
業
者
大
会
開
催
要
領
を
決

定
し
た
。
②
農
作
物
生
産
状
況
調

査
の
経
過
を
は
じ
め
平
成
20
年

度
調
査
事
業
の
状
況
な
ど
を
説
明

し
た
。
③
農
地
改
革
プ
ラ
ン
お
よ

び
農
地
の
所
有
権
に
か
か
る
仮
登

記
農
地
の
取
扱
い
の
変
更
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
今
後
、
地

区
別
検
討
会
な
ど
を
通
じ
農

業
委
員
会
に
周
知
す
る
こ
と

と
し
た
。 

 

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、

20
年
度
税
制
改
正
、
特
に
納

税
猶
予
制
度
の
見
直
し
事
項

を
説
明
し
、
都
市
計
画
・
農
地

制
度
の
改
正
と
併
せ
、
遺
漏
の

な
い
対
応
を
は
か
る
こ
と
と

し
た
。 

常 

任 

会 

議 

員 

会 

議 

だ 

よ 

り 

認定農業者の支援活動の 
取り組みについて話す 
加藤事務局長(国分寺市) 
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認定農業者のフォローアップ活動に
ついて話す石田主査（稲城市） 

学校教員と農業の架け橋活動に 
ついて話す宮川会長（羽村市） 

経営者クラブと消費者との活動を 
話す粕谷委員（立川市） 

13
年
ぶ
り
に
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
の
情
勢
な
ど
を
視
察 

 

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ 

ＤＡ－ＴＯＮ人民委員会でハノイ郊外
の農業事情を聞く        ・

          

会
長
と
副
部
会
長
が
、
相
談
会
な

ど
に
応
じ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
認
定
農
業
者
経
営
改
善

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談
会
と
し
て
、

認
定
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
認
定

農
業
者
に
対
す
る
中
間
相
談
と
５

年
目
の
達
成
状
況
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
認

定
農
業
者
向
け
の
市
独
自
の
補
助

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
認

定
農
業
者
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。 

羽
村
市
農
業
委
員
会 

 

都
市
農
業
に
は
住
民
の
協
力
が 

必
要
で
あ
り
、
児
童
や
父
兄
に
さ

ら
に
羽
村
の
農
業
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
農
業
委
員
会
と
し
て
学

校
教
育
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

い
る
。 

 

本
年
度
は
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
田
植
え
な
ど
の
農
業
体
験
、

中
学
生
の
職
場
体
験
の
受
け
入
れ

（
48
人
）
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の

食
材
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

 

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
食
材
の
提

供
で
は
、
セ
ン
タ
ー
と
協
議
す
る

と
と
も
に
、
契
約
の
立
会
人
と
も

な
っ
て
い
る
。 

 

今
後
は
、
協
力
者
の
拡
大
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い

き
た
い
。 

立
川
市
農
業
委
員
会 

 

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
消
費
者

団
体
連
絡
会
に
よ
る
交
流
の
場

「
農
消
連
携
会
議
」
を
平
成
17
年

度
に
立
ち
げ
、
新
鮮
で
安
全
な
野

菜
な
ど
を
生
産
す
る
農
地
は
、
そ

こ
に
生
活
す
る
人
々
に
と
っ
て
欠 

          

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
場
で
あ
る

こ
と
へ
の
理
解
の
促
進
な
ど
を
は

か
っ
て
い
る
。 

 

活
動
は
、
消
費
者
団
体
連
絡
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
を

は
じ
め
、
年
７
～
８
回
の
交
流
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。 

八
王
子
市
農
業
委
員
会 

 

八
王
子
市
で
は
「
都
民
実
践
農

業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
市
内
の
三
宅
島

げ
ん
き
農
場
跡
地
で
東
京
都
が
開

設
す
る
こ
と
を
受
け
、
農
業
委
員

が
現
地
で
の
栽
培
相
談
員
と
な
る

な
ど
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
卒

業
生
が
今
後
と
も
農
業
と
か
か
わ

っ
て
い
く
た
め
に
、
市
独
自
の
補

助
事
業
を
立
ち
上
げ
、
市
街
化
調

整
区
域
で
特
定
農
地
貸
付
法
に
よ

る
農
家
直
営
型
市
民
農
園
の
開
設

を
進
め
て
い
る
。 

 

農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、
開

設
に
あ
た
り
、
現
地
調
査
や
申
請

内
容
の
承
認
な
ど
行
っ
た
。 

   

都
経
営
者
ク
ラ
ブ
は
、
11
月

25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
15
人

が
参
加
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ

市
と
ホ
ー
テ
ィ
ミ
ン
市
郊
外
の
野

菜
地
帯
・
稲
作
組
織
・
菓
子
工
場
・

市
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。 

ハ
ノ
イ
郊
外
「
Ｄ
Ａ
―
Ｔ
Ｏ
Ｎ
人

民
委
員
会
」 

 

年
中
作
付
が
可
能
な
稲
作
が
中

心
で
あ
る
も
の
の
、
ザ
ボ
ン
・
オ

レ
ン
ジ
の
果
物
と
、
菜
類
・
ト
マ

ト
・
豆
類
な
ど
の
野
菜
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

国
か
ら
借
り
た
一
戸
あ
た
り
の

農
地
は
30
～
40
ア
ー
ル
と
狭
い

た
め
収
入
は
１
０
０
ド
ル
に
満
た

ず
生
活
が
出
来
な
い
た
め
、
男
性

の
90
％
が
企
業
に
勤
め
女
性
が

中
心
と
な
り
農
業
を
守
っ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
機
械
化
が
進
ん
で
お
ら
ず

（
必
要
性
が
な
く
）
肥
料
は
配
給

と
自
家
製
の
有
機
質
肥
料
を
使
用

し
、
農
薬
は
農
業
会
か
ら
使
用
基

準
や
時
期
を
指
導
さ
れ
、
近
年
で

は
環
境
問
題
と
し
て
水
の
浄
化
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

メ
コ
ン
中
州
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
菓
子

工
場 

 
従
業
員
の
２
５
０
人
の
90
％

が
20
才
代
の
女
性
で
地
元
産
の
椰 

  

子
を
原
料
と
し
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
を

生
産
し
中
国
・
香
港
へ
輸
出
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
手
作
業
で
、
農

家
の
収
入
確
保
や
生
活
の
安
定
な

ど
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

ビ
ン
タ
イ
農
業
協
同
組
合 

 

１
０
０
０
戸
の
農
家
で
組
織
さ

れ
、
コ
メ
の
流
通
、
水
路
の
補
修

や
水
管
理
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
産
性
は
、
無
農
薬
栽
培
で
反

収
７
～
８
俵
、
コ
メ
価
格
は
㎏
あ

た
り
８
０
０
０
ド
ン
（
約
60
円
）
。

の
ど
か
な
中
に
合
理
性 

 

ハ
ノ
イ
は
、
標
高
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
河
川
に
は
土
手
が
築
か
れ
、

生
え
る
草
を
杭
に
繋
が
れ
た
牛
が

食
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

刈
り
取
り
の
手
間
も
省
け
、
牛

の
飼
育
に
も
な
り
、
実
に
合
理
的

で
、
経
費
も
か
か
ら
ず
不
耕
作
地

解
消
の
原
点
を
見
ま
し
た
。 

農家直営型市民農園の開設の取り組み
を話す山下係長(八王子市) 
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食
と
農
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
！ 

｢

東
京
で
地
産
地
消｣

を
テ
ー
マ
に 

農
業
者
＆
消
費
者
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
く

コメンテータとして活躍する見城美枝子さん 
は東京農業にエールを送った      ・ 

公開座談会で消費者の五十嵐さんは
「地元農業を支えるのはそれを買う 
消費者」と話した       ・ 

 

12
月
３
日
に
九
段
会
館
に
お

い
て
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表

者
集
会
が
開
か
れ
、
東
京
か
ら
は

26
区
市
町
の
農
業
委
員
会
長
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
農
業
委
員
会
活
動
に

関
す
る
事
例
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、「
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
の

施
策
の
確
立
に
関
す
る
重
点
要

請
」
や
「
農
地
政
策
の
見
直
し
に

関
す
る
要
請
決
議
」
、
「
市
町
村
に

お
け
る
農
政
推
進
の
強
化
に
関
す

る
政
策
提
案
」
な
ど
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。 

 

終
了
後
に
は
東
京
都
内
の
農
業

委
員
会
長
が
東
京
選
出
の
国
会
議

員
に
面
会
し
、
決
議
事
項
と
東
京

農
業
の
確
立
に
つ
い
て
実
現
を
要

請
し
ま
し
た
。 

農
地
政
策
の
見
直
し
・
自
給
率
向
上
の
た
め
の
施
策
確
立
な
ど
決
議 

平
成
20
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会運営委員長報告をする波多野会長

    
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
都
農

業
会
議
は
、
共
催
に
よ
り
12
月
４
日

に
武
蔵
野
市
の
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル

に
て
「
農
業
者
＆
消
費
者
交
流
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。 

 

同
セ
ミ
ナ
ー
は
「
食
と
農
を
結

ぶ
～
東
京
で
地
産
地
消
～
」
を
テ

ー
マ
に
、
認
定
農
業
者
や
経
営
者

ク
ラ
ブ
会
員
に
加
え
消
費
者
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

前
半
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
テ

レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
青
森
大
学
教
授
の

見
城
美
枝
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
食
と
農
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま

し
た
。 

 

見
城
さ
ん
は
テ
レ
ビ
局
に
勤
務 

             
し
て
い
た
当
時
、
長
期
の
海
外
取

材
を
繰
り
返
す
日
々
で
体
を
こ
わ

し
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ

ら
た
め
て
和
食
の
素
晴
ら
し
さ
、

「
身
土
不
二
」
の
大
切
さ
を
実
感

し
た
と
い
い
ま
す
。 

 

そ
れ
以
来
、
和
食
党
に
な
り
、

さ
ら
に
国
内
の
農
家
の
応
援
団
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

会
場
の
参
加
者
に
向
け
て
「
食

の
現
場
に
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
の
で
探
し
て
ほ
し
い
。
他
業
種

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
」
と

話
し
ま
し
た
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
は
見
城
さ
ん

に
加
え
、
西
東
京
市
で
ナ
シ
な
ど

を
生
産
す
る
認
定
農
業
者
の
本
橋

勇
一
さ
ん
、
立
川
市
で
地
産
地
消

に
取
り
組
む
消
費
者
の
五
十
嵐
ち

づ
子
さ
ん
な
ど
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎

え
、
公
開
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
橋
さ
ん
は
子
供
た
ち
を
対
象

に
農
作
業
体
験
を
実
施
し
学
校
給

食
に
食
材
を
提
供
す
る
取
り
組
み

を
報
告
し
「
子
供
が
農
業
に
興
味

を
持
つ
と
親
も
関
心
を
寄
せ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
自
ら
の
体

験
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
五
十
嵐
さ
ん
は
「
地
元

農
業
を
支
え
る
の
は
そ
れ
を
買
う

人
で
あ
る
消
費
者
だ
と
自
負
し
て

地
産
地
消
に
励
ん
で
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。 

 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
東
京

産
の
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
な
ど

を
囲
ん
で
、
参
加
者
ど
お
し
の
交

流
会
を
開
き
ま
し
た
。 

農
委
会
職
員
検
討
会
開
く 

 

都
農
業
会
議 

 

都
農
業
会
議
は
、
11
月
～
12
月

に
か
け
て
農
委
会
職
員
検
討
会
を

都
内
７
地
区
で
行
い
ま
し
た
。 

 

検
討
会
で
は
、
農
業
会
議
・
農

業
委
員
会
提
携
活
動
の
推
進
、
調

査
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
た
ほ
か
、

農
業
者
大
会
に
向
け
１
月
よ
り
開

く
地
区
別
検
討
会
で
の
協
議
の
た

め
、
今
後
の
取
り
組
み
お
よ
び
要

望
事
項
な
ど
を
総
会
で
検
討
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
島
し
ょ
地
区
職
員
検
討

会
で
は
、
あ
わ
せ
て
葛
飾
区
の
直

売
所
な
ど
を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。 

農
業
者
年
金
制
度
の 

 

メ
リ
ッ
ト
な
ど
研
究 

 

都
農
業
会
議
は
、
12
月
２
日
に

農
業
者
年
金
加
入
推
進
員
な
ど
を

対
象
に
「
農
業
者
年
金
制
度
推
進

研
究
会
」
を
開
き
ま
し
た
。 

 

制
度
の
経
過
や
特
長
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
遠
藤
吉
夫
氏

か
ら
は
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
解
説
が
さ
れ
ま
し

た
。 

 

２
月
～
３
月
の
日
程 

1･

16
㈮ 

第
10
回
常
任
会
議 

2･

3
㈫ 

組
織
・
活
動
検
討
会 

2･

5
㈭ 

農
委
会
活
動
研
究
会 

2･

10
㈫ 

組
織
・
活
動
研
究
会 

2･

17
㈫ 

第
11
回
常
任
会
議 

2･

26
㈭ 

 

第
50
回
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会 

3･

6
㈮ 

主
任
職
員
協
議
会 

3･

17
㈫ 

 

通
常
総
会
／
第
12
回
常
任
会
議 

◆
冬
期
地
区
別
検
討
会 

1･

20
㈫ 

島
し
ょ
地
区 

1･

21
㈬ 

区
内
地
区 

1･

22
㈭ 

西
多
摩
地
区 

1･

23
㈮ 

南
多
摩
地
区 

1･

27
㈫ 

北
多
摩
北
部 

1･

28
㈬ 

北
多
摩
南
部 

1･

29
㈭ 

北
多
摩
西
部 


